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3 http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/files/000083884.pdf  
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うとしているのかを考察する。第 5 章で QI 投資が「質の高い成長」に貢献するものであることを
確認した後、最後にまとめと今後の課題を提示する。 
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表－１ 調整前、調整後の所得階層別公的資本ストック（対GDP比） 
 調整前公的資本ストック 効率性調整後の公的資本ストック 
1960-70 1970-90 1990-2000 2000-09 1960-70 1970-90 1990-2000 2000-09 
低所得国 64.9 73.4 84.0 71.0 57.9 40.0 38.4 30.1 
中所得国 62.7 119.3 119.1 93.2 56.9 66.5 58.0 44.4 
合計 64.0 90.3 98.3 80.2 57.4 49.8 46.4 36.1 






表－２参照）。   
 
表－２ 公共投資管理指標 
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11 IMF(2015)は、2015年に発表した公共投資運営評価に関するスタッフレポートの中で、計画、投資配分、実施の各
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図－２ QI投資の由来 
（背景）          （QI投資の視点） 
インフラ(又はサービス)の状態   
投資効率・生産性と資金需要    高い経済成長への貢献            QI投資 
グローバル開発課題     包摂性、持続可能性、強靭性 
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表－３ 質の高い成長と新興・途上国の現代的課題とQI投資要素 







③ 技術・生産性   
  + 
① 急成長により資金需要が急拡大 


































                                            
15 Fay and Yepes(2003)によるインフラ需要の推計式モデル式は以下のとおり。
 
（  は国 iの年 tにおけるインフラ・ストック量、yは一人当たり所得、AはGDP に占める農業の割合、Mは製






  開発協力文献レビュー 











① Fay et al.(2011) 1.25～1.5 兆ドル／年（2013 年時点、2008 年価格、維持管理含ま      
ず） 
② Bhattacharya et al.(2012) 1.6～2.0兆ドル／年（2020年時点、2008年価格、気候変動対応を
含むと＋0.2～0.3兆ドル、Fay et al.（2010）を延長） 
③ MGI(2013) 3.2兆ドル／年（2013～2030年平均、2010年価格） 
④ MGI(2016)  3.3兆ドル／年（2016～30年平均、2015年価格） 
地域別の需要推計もアジア、アフリカ、中南米を対象に行われている。アジアの需要推計では
ADB and ADBI(2009)の数字がよく引用される。この研究によれば2010～2020年の間にアジア地域
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 別添３ 主なインフラ需要の推計方法 
 










ドルが必要であり、それは対 GDP 比 15％の水準になる
とした。他にOECD(2006)など。 








MGI(2013) その他 3 つの異なる方法で試算。第一は過去のインフラの対
GDP 支出パターンをGDP 成長率見込みに乗じて得られ
る投資額、第二にGDP・インフラ資産の比率を一定に保
つために必要な投資額、第三に OECD や IEA、GWI に
よる将来予測に基づいて行ったインフラニーズに基づ
く投資額。その結果に大きな違いはなく、2013～2030年
の期間に必要な投資額は 57～67兆ドルとしている。 
（出所）筆者とりまとめによる 
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本稿の目的は開発援助の議論を広く紹介することにあります。本稿の掲載情報は信頼できると考えられ
る情報源から作成しており、作成には万全を期しておりますが、その正確性、完全性を保証するもので
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